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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ〈gee クオン ・デ麹身o）灘楚毛録Cu’びng　D6，　Cuec｛）6’i　cach M参ng　Cu’6’ng｛）e，　pub、　by　Trang　L鱒£，　Saig⑪ll，　1957，　pp．20－22
　によれば，附午（1906年＞1縫癬蕉罵に，クアンナム省で嗣志とともに，彼の餓飼を念譲，海路ハイフ愛ンに出て，そこから番
　港行きの汽船に乗った。特に浪購2月という。これよりみて，《ム碑当尚の得た携報は，かなり罵確なものだったと露うことが
　できる。
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学報第73号
鋤　これについては，RE：NS，　IC　2所収1906年12月12目付在広東フランス領事館発インドシナ総督宛書舗に讐及されている。
（loa）偲上所収，1906年11月16鑓付槌掘発タト報宛覚書（註95参照〉は，クオン・デの繊国と刷本滞在に関する情報を紹介したのち，
　「我々の〔仏印〕総督は，クオン・デがミカド政府によって撮本におびき箒せられたのではないのかと，疑がっている」と述
　べている。
（19圭）岡．ヒ所」灘906歪F11月21　Ei在｝ヨ大使発本省宛電報によれば，本雀からの連絡の入る以飾，すでに仏印総督府から東京の大使
　館に直接連絡されていた，という。
（102）SiEIOOの文書◎なお当時の外癬はPichon，植棋はMillies．Lacroix．．
（細　附上資料所双1ユ月玉9臼付外朝発在EI大使宛電報。
1紛　岡．L拶奮収1珊13剛鮪顎代理大使発ハノイ仏印総督代理宛塾｝簡。なお轟時のインドシナの総督代理はBroniであった。
（絢　誌101の彪報。
〈崎　岡上資料所！1’ll1R29　H｛寸在1－1代理火使発外柑宛報管書。
（切　註70参照Q
（鱒　問上嚢料所収11月22B付外相発植相宛轡鋤。
（109＞岡上所双1907年1月22餅寸外相発植彬宛覚轡。
（鱒　陶上所収1906年12月12｝El付窺広東公使館発仏印総督代理宛轡簡。なおAN－A；x（フランス国立文潜館Aix・en・Provence資料
餓蹴民地省文謝：1・d・chine，　G・uve・nment　GCAneral　24945（R・n・eignem・nt・su・un・Annamit・refttgie・n・Chin・，　Cu’，）・・g．d9，
　prC’tendant　au　tr6ne　dAnnam，1907＞には，1907年2月14日付植粗発仏印総督宛書簡が所収されている。この轡鮪は，在広東領
　事館から外務省に報告された情報が，外務雀から植民地雀に伝達され，さらに植毘地雀から仏印に転送されたことを承すもの
　で，内容は本文で以下に紹介した情報とほぼ問じである。
（i】1）RE：NS，　IC　2所奴．1906年12月15日曾広東領事館発外翻宛報告。
（ll2）南雄府のことであろうか。ただL「衛雄」とすれば、清寒には府ではなく県であった筈であり，疑悶が残る。
（醐　線文では“la　clerniere　querre　du　Tonkin”となっているが，これは1883～85年の溝騒問の戦闘を指すのでなく，玉885年以降
　の勤ヨ三蜂起を指すのではないかと思われる。
（i14）　　本稿38～39頁。
（il5）1907年1月291二1に夕峯務雀から広東の情報を伝逮された植民雀は，2月14鰯寸で仏印総督L儲ll手はBeau総督）に対してその
　内答を輯送するとともに，問題のRegent　d’Annamの消息と活動を’町能な限り調査するように命じている（註UOに示した
　A陣Aix資料，およびRE：NS，　IC　2所服の1907年2月14　B付有葭摺発外根宛書簡）。また後述する1907年4月17日付在1≡i大使
　発外相宛報欝書（Rff：NS，　IC　2所収）も，以1｝奪広東に滞在していたRegent　d’Annamがすなわちクオン・デであるとの醗鑓
　に立っている。
（ll6）　T6n　That　Tht匡y¢tに関しては，　Marr，　op．　cit．，　pp．43，47，49，54－55，69，76，
（117）RE：NS，　IC　2所収，ユ907年4月17翻付在賎大使発外相宛報告書に，そのことが需及されている。なお駐潟大使には
　Gerardが漕任している。
（鋤外交艶料館A，6，7，G，玉一1－1－1〈仏罵内政騰係雑簾，属領関係，印度tix　9J［～関係，安鵬黒族本邦亡命関係）第
　　　　　　　　　　　　　　　こママエ
　～巻，所収「安南入クンデ（Coung－de）二関シ明治四十年艮明十一t　H仏瞬大使ゼラール氏ヨリ聴取書涯。
（119）註ll7および118に示した文轡。
（鵬Xl21X吻　誰117の文書。
（123＞　外交史料館A，　6，　7，　0，　1－1－1－1所収Q
（124）註118の文轡。
圃晦yδ・T晦・Th峰はフンイェン省1騎の允官吏，勤難拠参加後帷1に亡砺ただし彼は細絋芽〔1こ滞イ誌ておりX　i－1
　本に訪いたことはなかったようである。もっとも彼は，ファン・ボイ・チャウやクオン・デが華南を逓過する折に，彼らとし
　ばしば会っており，東遊運動の支持澱の一人となっている。Marr，　op．　cit，；および「獄中記」：ド年表謁参照。
（瑚　ファン・ボイ・チャウたちの組織は，「越爾維新会」と呼ばれ，また荘B摺学生の級織はギ越蕩公憲会」と呼ばれるように
　なった。「新現」という呼称が使われていたかどうかは，ベトナム綴の資料からは確認されないe
（12了）チャウは渡1ヨして間もなく，火養毅を介して束弼靱文会幹禦根津一に会っている。東1｛E岡文会とりわけ隅会の紬厭文太郎が，
　在日ベトナム人学蕉の諏倒をみたごとは，良く知られている。これについては後述。
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東遊運動（ベトナム〉をめぐる贈仏両岩局の文重応（1）
（瑚梁啓超のベトナム式発音である。彼は横浜に亡命中で，噺民叢輪を発行していた。チャウは渡日してまず最初に，横浜
　の梁を頼ったのである。チャウが犬養や大隈重信とil識を得たのは，この梁を介してであった。
（鋤　不詳Q
（綱　註115参照。
（131）外交史料館岡k資料所収。
（132＞RE：NS，　IC　2所収1907年6月7B付在日大使宛外棚宛餐｝；簡。なお問日付で外相宛の電報（その内容は順本数府からの
　通知によれば，アンナン入プリンス・クオン・デは広東にいるらしい。詳細は書簡。」という簡略なもの）も打っている。
（1SS）前註に示Lた書簡。
（IM）岡上書簡およびそれに添付された日本語各紙のフランス語訳。
〈飼　実際に，岡上書舗添付のJapan丁imes　5　June　1907の記事の抜葦によれば，時事通信がベルリン情報を打ち溝すコメント
　を流したという。
価）同上書簡。
（137）在鍵大使館からの報告を受けたパリの外務省は，6月7H｛寸で植民雀宛に轡簡を送り（RE：i￥S，　IC　2），クオン・デは広
　東にいるらしいとの東京報告を伝達し，更に8日付植民省宛の書簡（同上資料所収〉では，クオン・デが以葡は鷺本にいたけ
　れども，今ではH本を離れて広東に赴いたのではないのかとの見解を披櫃している。
（ISS）同上資料所取1907年6月20日付ロンドン宛書簡。これには婆月17温付の東京からの報欝書のコピーも添付されていた。
（1鋤　岡上資料所収1908年5月19日付仏印総督発在広東領事宛轡簡。
（1妨　同上所収1908年8月19顕付雀広東領事発外摺宛書簡と岡縫付仏印総督宛轡簡。
（141＞Nguy5n　Thu’6’ng　Hiδnはハドン省出身の輯廷官吏の息子。勤王蜂起の勃発する以鵡に摂政トン・タット・トウェットの娘
　と結婚。1885年義父のトゥェットが反仏の峰火を上げたために，～時タィンボア省に逃れたが，その後フエに覆って殿試に倉
　格，その後ニンビン・ナムディン各省の督学に任命された。彼は1897年にはフエでファン・ボイ・チャウと面識を得ている。
　1907年タィン・タイ帝の廃位事件を契機に官を辞し，N本へ亡命，チャウたちと合流した。　Marr，　op．　cit．，　PI）．86，92．
（142）註140の仏印総督宛書簡に添付された資料，すなわち光緒誕年7月14N（1908年8月10H）付海広総督発在広東フランス領
　事宛書簡の仏訳。
（143）仏印総督府は6月6剛寸の電報（RE：NS，　IC　2所収）で，在広東領事に対して，冗憲人で不満労子に薗識のある潜の派
　遣を提案してきた。これに対して広東欄の提示した条件は，広東語を完漿に話し，フランス当属に対して絶対酌に忠実であり，
　かつ不満分子を知る者であった（註140の警簡〉。
（144＞問上書簡Q
（145）RE：NS，　IC　2所収1908年9月21H付在広東領事発外根宛書簡および仏印総督宛書簡。なお惑時の在広東領事はBeauvals。
（146）岡上書簡添付の光績34年8月24日（1908年9月19㈲付粥広総督の在広東フランス領壌宛書鮪。
（147）原文（註145の書簡）には，“un　vieux　mandari融annarnite　ancien　serviteur　de　GialoHg（？〉”とある。いずれにせよザーロン
　帝は1819年には死亡しているわけだから，その距下ということはあり得ない。
（lggXug）　　RE≡：　NS，　Ic　2穆穀又o
（麟1問上資料所収1908年9月13田付在田大使発外相宛書簡に，そのことが書及されている。
（151Xi52×153XIM＞岡上書簡。
⑯べけム人側の圓想録C・・6・・g蝿・p．・・it．　PP．2ト25・T・5n　T・9・g　Kh5・，　Na・…M・…i　B6・　Nam　Hgi　Ng・gl・．　fi．P、，1971，
　pp．26－27．後瀞の在B蒔代の名葡はTr頷簸曲C6ng（陳霧功），やは弩擾武学校に入学したo振武学校欄の資料の醗窺につい
　ては，由石議也「滞a期の…」〈1981）を参照されたい。なお在田ベトナム入は，東京隅文講院においても，蕊本的な軍壌教
　練を受けている。これについては，ファン・ボイ・チャウの園想録『年表謁　：TP，　pp．97　一一　98；NB，　pp．95－96，およびヨ本
　側の記録として，黒龍会，前掲書，中，819－820頁。
（1駈X157）鍵150の文書。
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